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別記 

1,4-ジオキサン 

塩化ビニルモノマー 

1,2-ジクロロエチレン 

1,1-ジクロロエチレン 

カドミウム及びその化合物 

トリクロロエチレン 

 





 （参考） 
 

 

 

土壌の汚染に係る環境基準及び土壌汚染対策法 

に基づく特定有害物質の見直し等について 
 

 

１．土壌の汚染に係る環境基準の見直しについて 

  環境基本法（平成５年法律第９１号）第１６条第１項の規定に基づく土壌の汚

染に係る環境基準(以下、土壌環境基準)は、人の健康の保護等を目的として定め

られており、対象とする項目等については、これまでに得られている科学的知見

や関連する既往の諸基準等に即し、設定可能なものについて設定することとされ

ている。(現行 27 項目)。 

  水環境基準や地下水環境基準等に関しては、平成 21 年度から 23 年度にかけて

以下の表に示す物質について、基準の追加・基準値の変更が行われていることか

ら、これらの改正を踏まえ、土壌環境基準についても見直しの検討が必要である。 

 

（単位はすべて mg/L） 

水環境基準 地下水環境基準 水道水質基準 土壌環境基準

1,4-ジオキサン H21追加 0.05以下 0.05以下 0.05以下 －

塩化ビニルモノマー H21追加 － 0.002以下 － －

シス-1,2-ジクロロエチレン 0.04以下 － － 0.04以下

1,2-ジクロロエチレン
（シス体とトランス体の合計）

－ 0.04以下 0.04以下 －

1,1-ジクロロエチレン H23基準値緩和 0.1以下 0.1以下
0.1以下

（水質管理目標）
0.02以下

カドミウム及びその化合物 H23基準値強化 0.003以下 0.003以下 0.003以下 0.01以下

トリクロロエチレン H23基準値強化 0.03以下 0.03以下 0.01以下 0.03以下

H21基準値強化

 

 

 

２．土壌汚染対策法に定める特定有害物質等の見直しについて 

土壌汚染対策法(平１４年法律第５３号)(以下、土対法)に定める特定有害物質

及び区域の指定に係る基準(以下、指定基準)については、土壌環境基準の設定項

目を考慮し定められている。このため、土壌環境基準の見直しに伴い、土対法に

定める特定有害物質及び指定基準の見直しや、制度・運用について検討すること

も必要である。 

 

 

 

 

 


